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３ はじめの言葉 

 
 
４ 他国に見られている 

奇妙な日本の自衛権論議               田原文夫 

日本の自衛権論議は誠に奇妙である。国家の自衛権に個別的も集団的もない。本来、国

家の自衛権は自然権である。「戦争は政治の一手段」は、世界の政治家の常識だが、そう

なら、戦争放棄は「政治の手を縛る」ことだ。国家の自衛論議に他国の干渉や感想を気に

し過ぎるべきでない。他国は日本の議論を見ているとだけ承知すべきである。自衛権は、

起こった後の対策より、日本に手を出せば怪我をすると思わせることと、日本と一緒にい

ると安心だと思ってもらうことだ。昨今の自衛権論議は、この基本鉄則の意味が分かって

いない。 
 

 

１０ 情報社会を考える その４７ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

ID／パスワード狙いがトップ 
情報処理推進機構（IPA）発表の 2014 年第 2 四半期（4 月～6 月）のコンピュータウィ

ルス／不正アクセスの届出状況および相談受付状況によると、 
① コンピュータウィルスおよび不正プログラムの検出数は 17,474 個（前期比 67%）、

不正プログラムは 73,741 件（前期比 62%）。検出された不正プログラムの第 1 位はイン

ターネットバンキングの ID／パスワード等のログイン情報を窃取する不正プログラム

「Bancos」で 16,086 個。 
 

 
１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 42        水田 浩 

オープンガバメント OG 6  工業化社会をデジタル化する 
社会全体が工業社会から情報社会に移る第一段階ではICT（情報通信技術）が個々の組

織の効率化のために、それぞれが独立して導入され、第二段階では工業社会の組織はそ

のままにして組織間をICTで統合してゆく。社会全体を情報社会に変える準備段階である。

第一段階での最初のデジタル化運動が 1994 年から世界規模で行われたCALS運動であっ

た。そして次に行われたのが電子政府運動であった。 
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１８ 連載 アーキテクチャ論 （40） 

Archimate と O-DA                 山本修一郎       

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

前回は、アーキテクチャ開発手法モデル ADM を高信頼化する AADM（Assured ADM）

[1]を具体化するために、アーキテクチャに対する保証ケース（GSN, Goal Structuring 
Notation）を作成する方法を説明した。しかし、アーキテクチャを記述する方法について

は具体的に述べなかった。以下では、ArchiMate[2]で記述されたエンタープライズアーキ

テクチャに対して保証ケースを作成する方法を O-DA の AADM に基づいて説明しよう。 
 
 

３１ 続インテリジェンスへのいざない 55 

待遇処遇改善による 

漏えい防止策を                今井 武 

一般論としてシステム運用現場に対する評価は低い。コストだけは評価が高いがアウト

ソーシングパワーのモラルレベルを過剰評価することはリスクがある。データベース管理

技術者の技術評価は高いが処遇レベルは決して高くない。システム現場のアンバランスに

留意したい。 
 

 

３４ 一味違うウェブ検索 

  第四十六話 意外性を発見するための画像検索   ぐぅのうぇぶへい 

情報過剰な時代にあっては、人々の気がつかない意外性を見つけ情報発信することは重

要である。前回、通常のウェブ検索による「意外性」の探し方について紹介したのに続き、

今回は写真、イラストなどの画像を利用する方法について紹介する。 
 
 

 

３６ 連載 四字熟語力トレーニング           すぎやまチヒロ 
 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
オンデマンド出版のご案内 

 

本誌連載中の山本修一郎氏「アーキテクチャ論」が、オンデマンド出版され

ております。ご活用下さい。 

詳しくは、WebCR ホームページをご覧下さい。 

 

     「アーキテクチャ論」       

         山本修一郎 著 

国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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